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人がつながり 未来につなぐ 
緑豊かな 笑顔あふれるまち やちよ 

『誇りと愛着』 
 市民の誰もがこのまちを愛し，誇りを持ってこのまちに暮らしたい，
住んでいたいと思う，そんな魅力あふれるまちづくりを推進します。 
 
『共生と自立』 
 市民やコミュニティの自主的活動を促進し，市民と行政が互いにパー
トナーとして共に支え合うまち，自立するまちづくりを推進します。 
 
『安心と安全』 
 市民の誰もが生涯にわたって，いきいきと安心して暮らすことができ
るまち，快適で安全な生活が送れる持続可能なまちづくりを推進します。 
 

１．将来都市像と基本理念           
「八千代市第５次総合計画」の基本構想では，本市が目指すまちの姿を示し，今後のまち

づくりの基本目標となるものとして「将来都市像」を定めています。また，市民憲章の精神
のもと本市がまちづくりを推進するにあたって根底となる「基本理念」を定めています。都
市マスタープランにおいても，共通の将来都市像・基本理念として掲げ，実現に向けた都市
づくりを進めます。 

 
将来都市像 

 

 
 
 
 

基本理念 
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２．都市計画の考え方と目標          
（１）これからの都市計画の考え方 

近年，都市を取り巻く状況は劇的に変化しており，特に全国的な少子高齢化を背景とし
たコンパクト・プラス・ネットワークによる集約型都市構造への転換は，将来の都市づく
りの考え方に大きな影響を与えています。また，コロナ禍を契機とした生活様式や働き方
の急激な変化は，暮らし方や生き方そのものについて新たな価値観をもたらしています。 
そうした背景を踏まえつつ，将来都市像と基本理念の考え方や，都市づくりの方向性か

ら得られた“これからの都市計画の考え方”を以下のとおり設定します。 
 

①八千代市の都市整備上の課題や，高齢化，人口減少，空家増加などの社会情勢を踏まえ
た市街地の整備や，市街化調整区域の適切な土地利用の誘導を図りつつ，交通ネットワ
ークの確保による「快適に暮らせる都市づくり」を目指します。 
 

②あらゆる災害に対応した都市の強靱化などにより，安心・安全の確保を図るとともに，
働き方や生活様式の変化に対応したまちづくりや，ユニバーサルデザインの推進など人
に優しいまちづくりにより「安心・安全で持続可能な都市づくり」を目指します。 
 

③産業を支える土地利用の検討と都市農業のまちづくりへの活用を進め「産業を活かした
活力ある都市づくり」を目指します。 

 
④谷津・里山などの八千代市の豊かな自然環境の保全や，グリーンインフラを活用したま
ちづくりを進め「自然と調和した都市づくり」を目指します。 
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（２）都市計画の目標 
将来都市像を実現するために，これからの都市計画の目標を以下のとおり設定します。 
 

 目標１ 快適に暮らせる都市づくり  
誰もが快適に暮らせる都市を目指し，南部の市街地では，鉄道駅を中心に商業・業務，

医療・福祉，子育て支援，行政等の都市機能を配置し，その周辺に居住機能の立地を進め
コンパクトでまとまりのある市街地の形成を図るとともに，北部では豊かな自然環境の保
全を図るなど，地域の特性を活かした土地利用の誘導を図ります。 
また，地域の実情に即した交通手段の確保と公共交通機関や交通結節点の利便性向上を

図るほか，市民やコミュニティの自主的活動を促進することで，持続可能な交通ネットワ
ークの機能向上を図ります。 
これらの取組により，鉄道駅を中心とした集約型都市構造の形成を図り，快適に暮らせ

る都市づくりを進めます。 
 

 目標２ 安心・安全で持続可能な都市づくり  
安心・安全で持続可能な都市を目指し，激甚化する大規模自然災害への備えなど，都市

の強靱化を図るとともに，市民・地域・行政の連携強化による地域防災力の向上を図りま
す。 
また，持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向けた取組を進めるとともに，医療・

福祉の充実を考慮した少子高齢社会の都市づくりや，新型コロナ危機を契機とした働き方
や生活様式の変化への対応，ユニバーサルデザインに配慮した都市づくりを進めます。 
 

 目標３ 産業を活かした活力ある都市づくり  
産業を活かした活力ある都市を目指し，産業振興の強化を進めます。また，都市農業の

まちづくりへの活用や地域経済の活性化とあわせて，それらを支える基盤となる広域幹線
道路の整備及び沿道の利活用を図ります。 

 
 目標４ 自然と調和した都市づくり  

自然と調和した都市を目指し，豊かな
田園風景と谷津・里山の保全を図るとと
もに，市域のほぼ中央を南北に貫流する
新川などの水辺の活用，公園・緑地の整
備・保全に努め，緑の豊かさを身近に感
じられる都市づくりを進めます。 
また，市民・事業者・行政が環境負荷

の低減の意識を高め，環境保全や地球温
暖化防止の推進を図ります。 

 

  

新川 
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３．目指すべき将来都市構造          
将来都市構造は，将来都市像及び都市計画の目標を実現するための，目指すべき都市の骨

格構造であり，以下のとおり，「ゾーン」「拠点」「軸」により示します。 
 

（１）ゾーン 
本市の特性である都市と自然の調和のとれたまちづくりを進めるため，市域南部を「市

街地ゾーン」に，市域北部を「自然環境保全ゾーン」に位置づけます。 
 

①市街地ゾーン 

本市で形成されている集約型の都市構造をさらに促進し，良好な住環境を維持・保全
するため，都市機能の再構築や商工業の発展に資するまちづくりに取り組みます。 
市街地ゾーンはさらに京成本線沿線を中心とした既成市街地エリアと東葉高速線沿線

を中心とした複合市街地エリアに区分します。 
 
◆既成市街地エリア 

既成市街地エリアは，市街地形成後，相当の期間が経過しているため，総合的な居
住環境や都市機能などの質的向上が求められているエリアです。本エリアについては，
鉄道駅周辺の再生と活性化を基本とした市街地づくりを進めるとともに，都市拠点の
形成と，拠点を結ぶ交通ネットワークにより，コンパクトで利便性の高い良好な市街
地の形成を図ります。 

 
◆複合市街地エリア 

複合市街地エリアは，東葉高速線沿線での開発や土地区画整理事業により整備され
た住宅系の地区，駅周辺を中心とした商業系の地区，既存の工業団地が立地する工業
系の地区，自然が残されている市街化調整区域が配置されるエリアです。 
本エリアについては，鉄道駅周辺の都市拠点や，工業拠点，計画的に整備された良

好な市街地，新たに市街地形成を図る区域など，多様な都市機能を交通ネットワーク
により結び，コンパクトで利便性の高い，良好な市街地の形成を図ります。 

 
②自然環境保全ゾーン 

水田や畑，谷津・里山などの豊かな自然環境を保全するため，無秩序な市街地の拡大
を抑制するなど，市街地と自然との調和を図るとともに，広域幹線道路沿道については，
その特性を活かした土地利用の誘導を目指します。 
 

（２）拠点 
集約型都市構造を更に促進するため，商業・業務，医療・福祉，子育て支援，行政等の

都市機能や居住機能を公共交通の利便性の高い「都市拠点」に配置します。工業，地域振
興，緑については，「産業や緑の拠点」として位置づけ，その機能の維持・集積を図りま
す。  
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◆都市拠点 
京成本線及び東葉高速線の鉄道駅７駅の周辺を都市拠点として位置づけ，地域の実

情に応じ，交通結節点としての機能を強化するとともに，都市機能を配置し，その周
辺に居住機能の立地を図ります。 
このうち，八千代台駅，勝田台駅・東葉勝田台駅，八千代緑が丘駅については，都

市拠点（広域）として位置づけ，広域的な土地利用を図ります。 
 

◆地域拠点 
八千代カルチャータウン地区を地域拠点として位置づけ，自然環境保全ゾーン内の

連携や市街地ゾーンとのネットワークの形成を図ります。 
 
≪産業や緑の拠点≫ 
◆工業拠点 

八千代・上高野・吉橋の各工業団地については，地域経済の発展や雇用を支える役
割を担う工業拠点として位置づけ，工業生産環境の維持・保全を図ります。 
 
◆地域振興・防災拠点 

道の駅やちよについては，国道１６号に面する利便性を活かしながら，本市の農業
や酪農の魅力に，多くの市民や来訪者が集う地域振興拠点として位置づけ，地域振興
とともに，市民と農業生産者のふれあい・交流の場の形成を図ります。 
加えて，大規模災害時等の広域的な復旧・復興活動拠点となる防災道の駅として，

機能強化を図ります。 
 
◆広域緑の拠点 

県立八千代広域公園は，広域緑の拠点として，本市のシンボル的存在である新川の
水と緑を活かしつつ，広域からも多くの人を惹きつける空間の形成を図ります。また，
都市環境・景観・レクリエーション・生物多様性など，緑の持つ多様な機能の維持・
拡充を図ります。 
 

（３）軸 
都市間や市内の各拠点を結ぶ軸として，「鉄道・広域幹線道路」「都市幹線道路」を位置

づけ，産業誘導を図る軸として，「産業誘導軸」を位置づけます。また，水と緑を使った
広域的なネットワークとして，「ふれあいネットワーク軸」を位置づけ，その機能の維持・
集積を図ります。 

 
◆鉄道・広域幹線道路 

鉄道（京成本線，東葉高速線）及び広域幹線道路（国道１６号，国道２９６号バイ
パス（３・２・１７号八千代中央線），（仮称）幕張千葉ニュータウン線（３・３・ 
２７号八千代西部線及び構想路線））を，都市間や高速道路インターチェンジと都市
を結ぶ，人・物の移動や交流を支える軸として位置づけ，拠点の機能や広域的な連携・
交流の強化を図ります。 
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◆都市幹線道路 
都市幹線道路を市内の各拠点や地域，広域幹線道路間を結ぶ，人・物の移動や交流

を支える軸として位置づけ，拠点の機能や相互の連携の強化を図ります。 
 
◆産業誘導軸 

国道１６号は，首都圏の環状道路として東京湾沿岸部と内陸部の業務核都市（千葉
市，さいたま市など）を結ぶほか，本市の近隣においては，整備が進む北千葉道路や
東関東自動車道，京葉道路と交わります。本市は，こうした恵まれた交通ネットワー
クの中に位置することから，広域幹線道路としての特性や幹線道路ネットワークによ
る交通利便性を活かすため，国道１６号を産業誘導軸として位置づけます。また，将
来，広域幹線道路となる国道２９６号バイパスを産業誘導軸（構想）として位置づけ，
広域幹線道路としての特性を活かした土地利用の誘導を図ります。 

 
◆ふれあいネットワーク軸 

本市のほぼ中央を南北に貫く新川及び桑納川周辺の水と緑の空間の貴重な自然を保
全・活用し，次世代に引き継いでいく軸線をふれあいネットワーク軸として位置づけ，
多様な主体と連携・協働しながら，本市南北を結ぶ主要なグリーンインフラとして保
全・活用を図ります。 
 
 

  

景観フォトコンテスト（新川沿い） 
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